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皆さんの意見意見を
市政市政に反映反映させるために

　市は、市政への市民参画や協働によるまちづくりのため、市
民アンケートを毎年行っています。昨年８月に行った調査の主
な結果をお知らせします。なお、全４テーマ27問の調査結果は、
市役所本庁舎別館６階の広聴広報課や各支所、各図書館など
で閲覧できるほか、市ホームページにも掲載しています。
【問】広聴広報課☎626-7517　【広報ＩＤ】1033794

【調査の概要】
　市内在住の18歳以上の人の中から、3000人を無作為で選び、アン
ケート調査票を送付。43.１㌫に当たる1294人から回答をいただきま
した。回答者の性別と年代別の比率は右のグラフのとおりです。

災害情報を入手する手段として、今後何を整
備または拡充してほしいですか。（複数回答）

地域のハザードマップや避難ルートを把握
し、避難先に行くことができますか。

悩みや問題を抱えたとき相談できるところ（人や場所）がありますか。
（複数回答）

文化財や歴史遺産を残すための課題はどのようなことだと思いますか。

男性　  44.0％ 56.0％　   女性
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　ＳＮＳや屋外スピーカーなど、自身で情報を
探さなくても、受動的に情報を得られる手段
を求める意見の割合が高いです。これらを有
効な情報発信の手段とし、今後の拡充を検討
していきます。

　全国各地で大規模災害が発生していること
から、ある程度防災意識が高まっていることが
うかがえます。平成30年度に全世帯へ配布し
た防災マップで全ての人にハザードマップや避
難ルートを把握してもらうことを目標に、今後
も訓練や防災講座を継続します。

　平成28年度に実施した前回の調査結果と比べて、「相談できる人
がいる」と回答する人の割合が増加しました。一方で、「相談できると
ころはない」と回答する人の割合は、男性や高齢者で高い傾向にあり
ます。全ての人が悩みや問題を１人で抱え込まないよう、今後も相談
窓口の周知をしていきます。

地域住民にあまり知ら
れていない

17.4％

15.2％

14.4％
13.7％

24.2％
費用の負担が大きく、修
理などがままならない

維持のための労力が大
きく、管理できていない地域の活性化に生か

されていない

課題はない　2.7％

分からない

その他　6.4％

無回答　6.0％

　「地域住民に知られていない」ことが課題と考える人が最も多いこ
とから、地域に貴重な文化財や歴史遺産があることを周知していきま
す。また、建築物などの修理や管理にかかる負担を減らせるよう、支
援制度の充実に取り組んでいきます。

担当課から
担当課から

担当課から
担当課から

市民アンケート調査

※端数処理や複数回答の設問があるため、それぞれの割合の総計が100にな
らない場合があります

※複数回答の設問は、回答数の多かった選択肢５つまでを掲載しています

広報もりおかを毎回読んでいますか。

43.0％

35.7％

13.2％
いつも読んでいる

時々読んでいる

ほとんど読まない
全く読まない　7.7％

無回答　0.4％

今後、特に力を入れてほしい情報発信の方法は何ですか。

ハザードマップや避難先ま
でのルートを把握しており、
平時に確認したことがある

26.4％

43.5％

29.2％

ハザードマップや避難先まで
のルートを把握しているが、平
時に確認したことはない

把握していない

無回答　0.9％

市が実施する総合防災訓練や防災講座への
参加についてどう思いますか。

　参加できない理由として、仕事や用事によ
り予定が合わないなどの意見が多いことから、
訓練を実施する地域からの要望を聞いて開催
の曜日を調整するなど、希望者がなるべく参
加できるよう工夫していきます。

担当課から

45.5％
44.6％

必要であり、
参加したい

必要であるが、参加できない
またはしたくない

必要ない　3.9％
その他　3.7％ 無回答　2.3％
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ＳＮＳ（ツイッターやラ
インなど）

屋外スピーカー設備

防災アプリや登録制メ
ール

防災ラジオや戸別受信機

自主防災組織（町内会・
自治会などを含む）

担当課から

（％）

市政情報や市のイベント情報を得る際に利用している媒体は何ですか。
（複数回答）
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68.1％66.8％
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17.2％
17.0％

40.7％
34.1％

9.9％11.9％

1.8％3.2％
1.5％

2.1％

　約８割の人が「いつも」または「時々」読んでいると回答し、市政情
報紙として認知されていることが分かりました。年代別に見ると、60
代では９割近くの人が「いつも」あるいは「時々」読んでいると回答す
る一方で、「ほとんど」または「全く」読まないと回答する人が20代で
は５割、30代でも３割であることから、若い世代に読んでもらえる紙
面づくりが必要と考えます。

　広報紙に次いで、テレビ、ホームページ、ＳＮＳがほぼ同じ割合の回
答となりました。30～50代は特にホームページの充実を、10～20代
はＳＮＳの充実を求めていることから、これらを併用しながら、効果
的な情報発信に取り組みます。

　市政情報・イベント情報とも、広報紙で情報を得る人が多いことか
ら、さまざまな情報への入り口として、限られた紙面を有効に活用して
いきます。次いで、テレビや新聞などのマスメディアで情報を得ている
人が多いことから、マスコミへの積極的な情報提供を進めていきます。

79.0％（前回：72.6％）
12.1％（前回：12.5％）

17.3％（前回：21.3％）

0.9％（前回：1.5％）

60代：22.2％　10代： 3.3％
70代：18.5％

（内訳）

市の情報発信について 【担当】広聴広報課☎613-8369

【担当】危機管理防災課☎603-8031防災対策について

【担当】保健予防課☎603-8309
こころの健康づくりについて

【担当】歴史文化課☎639-9067
地域の歴史・歴史遺産について


